「２０２２年度備前西地区中学校秋季大会 陸上競技の部」開催にあたっての連絡事項

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため，スポーツ庁からの「社会体育施設の再開に向けた感染拡大予防ガイダンス」，公益財団法人日本スポーツ協会ならびに公益財団法人日本障がい者スポーツ協会の「スポーツイベント再開に向けた感染拡大予防ガイドライン」を踏まえた，公益財団法人日本陸上競技連盟の「陸上競技活動再開におけるガイダンス」に沿って，安全・安心に配慮し競技会を開催します。
　■ガイダンス資料＜PDF＞ 
１．【陸上競技活動再開のガイダンス】概要（2020 年 6 月 11 日）
 　　https://www.jaaf.or.jp/files/upload/202006/11_151422.pdf
２．【第 4 版】競技会開催について（2022 年 5 月 2 日） 
https://www.jaaf.or.jp/files/upload/202205/02_122011.pdf
 
＜基本注意事項＞
１．「３密」の回避
　　✓密閉（喚起が悪い）・密集（多くの人が密集）・密接（互いに手を伸ばしたら届く距離での会話や発声）
２．感染症対策
　　✓手洗い（石けん），手指消毒（アルコール消毒液等）・洗顔の徹底。 
✓マスクの着用（特に競技中以外），咳エチケットの徹底。 
✓つばや痰を吐かない。 
３．参加者（競技者・審判員・チーム関係者）へのお願い
 ✓「３密」を避けた行動。 
✓日頃からの検温，体調管理。
 ✓競技会終了後，２週間以内に発熱などの症状があった場合の報告（最寄りの保健所，主催者へ）。

＜競技会参加について＞
１．競技者は，競技会１週間前からの検温等を行い，必須事項を記入し、「体調管理チェックシート」を提出すること。（※両日参加生徒は2枚提出）保護者の参加承諾（署名）があること。
なお，以下の事項に該当する場合は，競技会への出場を取り消すことがある。
 ① 「体調管理チェックシート」を提出していない場合。
 ② 体調がよくない（発熱・咳・咽頭痛などの症状がある。）。
③ 感染者，濃厚接触者で療養中・待機期間中の場合。
④ 同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合。
⑤ 過去 14 日以内に政府から入国制限，入国後の観察期間を必要とされている国，地域等への渡航又は当該在住者との濃厚接触がある場合
　　　ただし，次の場合，療養解除となれば，競技会参加可能となります。
[bookmark: _GoBack]　　・感染者で発熱や咽頭痛などの症状がある場合，発症日（＝症状が出現した日から）7 日間以上経過かつ症状軽快後 72 時間以上経過していれば検査なしで療養解除となる。または発症日から7日間経過する前に症状軽快した場合は，症状軽快から 24 時間経過後に，24 時間以上の間隔を空けて 2 回 PCR 検査等で陰性を確認できれば，療養解除とする。
　　・感染者で症状がない場合，陽性となった検体採取日から７日間経過後に療養解除となる。
　　・濃厚接触者は，原則5日間で6日目に解除となる。ただし，４・５日目の抗原定性検査キットで陰性確認後，５日目から解除を可能とする。
２．競技役員及び顧問、引率者は、競技会１週間前からの検温を義務付け、競技会当日、「体調管理チェック
シート」を学校受付ならびに役員受付時に提出すること。
３．競技者・チーム関係者は，競技のウォーミングアップ開始に合わせて来場し，競技終了後はすみやかに帰宅すること。
４．ウォームアップの混雑を回避するため，競技者に付き添う者の立ち入りは最小限の留めること。
５．競技中・ウォーミングアップ中以外は，原則マスクを着用すること。
６．本大会の観客対応は有観客とするが、お子様の競技が終了次第、速やかに退場すること。
　　


＜各校の控え場所について＞
・各校の控え場所は「神崎山公園競技場における各学校の待機場所」を参照。
・７：００に解錠する予定。開門は７：３０。
・各校テントを張る際は、「3密」にならないように工夫すること。トラックより１ｍ以上離すこと。
＜スタンド（保護者観覧席）の使い方について＞
1 保護者はスタンドでのみ観覧することができる。
トラック周辺（芝生：選手待機場所）での観覧は不可。
2 発熱，体調不良の方は，来場を控えること。スタンドではマスクの着用すること。
3 スタンドに入るときは，管理棟前の入り口より入退場すること。また、入場時「来場者体調記録表」の提出をお願いする。（提出後は持ち物にシールを張らせていただきます。）
4 スタンドでは，観戦者との距離を十分に確保すること。
5 選手は原則スタンド（保護者観覧席）を使用しない。※スタンド（100ｍスタート側）は選手待機場所とする。
6 声を出しての応援，集団での応援は禁止とする。
　　 
＜その他注意事項＞
◯体調管理チェックシートについて
　　朝、各校まとめて管理棟の役員係へ提出すること。
　　※「体調管理チェックシート」は岡山県中体連陸上競技部のHPより，ダウンロードすること。
◯競技役員・引率者は，役員受付にて「体調管理チェックシート」の提出すること。忘れた場合には，その場で記入し，検温すること。
◯競技役員控え場所（管理棟・写真判定室・アナウンス室など）は扉・ガラス扉を開けて常時換気する。貴重品は各自管理すること。
◯朝の競技役員打ち合わせは連絡事項を最小限にし，短時間で実施します。事前の連絡や大会当日に配布する連絡を必ず読んで，確認してください。また，各校の顧問・引率者は生徒への連絡を徹底してください。
◯トラック競技でスターティングブロックを使用する種目に出場する選手は，設置前に主催者で用意したアルコール消毒液で手指を消毒する。
◯競技役員と競技者の動線を分けるため，競技者はスタンド前の通路は通らない。スタンドの後ろを通るか，バックストレートを通って，荷物を置いているスタート地点へ戻る。
◯レース後について，ゴール地点にアルコール消毒液を置いておくので，手を消毒する。手洗い・洗顔は，着替えが終わり，各自で行うこととする。
◯砲丸投で使用する滑り止めは主催者で用意しないので各自で準備する。滑り止めを他人と共用しない。
◯番組編成・21位表については管理棟前付近に掲示する。また、リザルトは後日、岡山県中体連HPにアップされる。
◯表彰はしないので、３位に入賞した選手（チーム）は、管理棟に賞状を取りに来ること。
◯競技終了後２週間以内に、感染が確認された場合は、必ず備前西地区中体連に報告すること。


